
「福祉委員さんになってよかったこと」はなんですか？ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉委員活動情報紙 

「ささえ愛」は、あなたの地域で活動する福祉委員に関する情報紙です 

紙 

ＶＯＬ．046 

発  行 令和6年 8月 

発 行 元 坂井市福祉委員幹事会 

（坂井市社会福祉協議会） ささえ 愛 
今回は、継続して福祉委員をされている方に「はじめて福祉委員さんになった時の気持ちや現在の 

想い」についてインタビューしました。 

A.「何をしたらいいやら分からない」「困ったな」

と思いました。前任の福祉委員さんが実施してい

たサロンを引継いだけど、どう運営していくか分

かりませんでした。でも区長さんや近所の方の協

力もあり、実施することができました。 

A.サロンではたわいもない話をしたり、次のサ
ロン内容のリクエストを聞いたりしています。サ

ロンが終わり、帰る時には「楽しかった。またくる

わ。」と言ってもらえて、その言葉が何よりも嬉し

いです。 

A.福祉委員になって住民の方と接する機会が 

増え、声をかけてもらえるようになりました。 

ご近所の方への挨拶などできることから、無理の

ない範囲で活動していきます。 

＜社協からのお知らせ＞今年からオンラインでの活動相談を開始します！ 

活動で不安に思うこと、悩んでいることなどありましたらご相談ください。詳細は別紙をご覧ください。  

Q.委員さんになった時、どう思いましたか。 

Q.委員さんになって、よかったことは？ 

Q.今後の活動について教えてください！ 

【福祉委員】 氏名：北川 悦子さん   担当地区：春江町中部 

福祉委員さんに聞きました！ 



タイトル：手探りの福祉委員活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三国町 新保地区福祉委員 原田 博夫 

 

 

① ふくしマップの重要さ   

区長や民生委員との連携は非常に重要だと感じますが、昨今は個々が非常に忙しい時代で昔の

ような連携は取りにくいように感じます。しかし、ふくしマップ作成の取り組みを通じて一緒に話を

する機会があり、地域の現状を皆で知ることができました。改めてふくしマップ作成の重要性を感

じるとともに、対面でのコミュニケーションの大切さを痛感しました。 
 
 

② 悩みに寄り添いたい 

退職後、坂井市体育協会や城のまちふくしの会、区長などの役職を経て、地域の方と対話する機 

会が増えたことで、地域活動に関心が向いていきました。顔が見える関係を築けたことで、地域課

題を把握でき、頼れる先も増えたように感じます。困りごとを抱えている人から相談を受けたら断

らない、自分で解決できなければ知り合いにお願いするという風に、その人の悩みになるべく寄り

添うように心掛けています。 
 
 
③ 消費者被害に関して 

在職中（元警察官）、こんな経験をしたことがあります。銀行から詐欺被害にあった高齢者につい

て相談を受け、本人と話をしたところ、その方は状況を理解できず、むしろ振り込みを制止する銀

行に対して「なぜ早く振り込ませてくれないの。息子が困ってるの！」と憤慨されていました。冷静

になると明らかにおかしいと分かるはずなのに、身内のことになると一生懸命になってしまう気持

ちに思わず共感し、詐欺防止の難しさを感じました。 
 
近々、区長と一緒に、気がかりな方に会いに行き、消費者被害防止に役立つような話をしに行き

たいと考えています。地域の皆さんと一緒に、悲しみの声を少しでも減らしていけるよう努めたい

と思います。 

昨年、町内会でうちが福祉委員になる順番だという話がでました。福祉委員の仕事が何か知ら

なかったのですが、これまで地域の仕事をしてこなかったため、地域のために役にたてることがあ

ればという思いで引きうけました。 

 福祉委員としての初めての出番は委嘱式でした。委嘱式後の研修で福祉委員のことが多少なり

とも理解できたかと思います。委嘱書もいただいて、身が引き締まる思いです。その際に地区の福

祉委員の代表にも選出いただいて、何やら大きな流れに乗ることになったようです。 

 次の活動は見守りマップ作りでした。マップ作りには初めて参加しましたが、区長、民生委員、福

祉委員などいろいろな人が集まってマップを作成し、見守りについて話合いました。私もこのよう

に色々な人達から見守ってもらっていたのだなと嬉しいような恥かしいような…そんな気持ちに

なりました。今は少なくなりましたが、昔は新聞屋さんや牛乳屋さん、地区の井戸端会議で自然と

見守りが行われていたのではないかと思います。今の時代では、新しい見守りの体制が求められ

ているのかもしれないと思いました。 

 最近読んだ本で、恩返しならぬ『恩渡し』という言葉を知りました。恩返しですと、恩人に恩を返す

だけで終わってしまいます。しかし、『恩渡し』は、恩人以外の人にも受けた恩を渡し、幸せが広がっ

ていく、とても素敵な考えだと思います。今まで私が受けた恩を、福祉委員の活動を通していろい

ろな方に渡していけるよう、これからも手探りの福祉委員活動を続けていきたいと思います。 

タイトル：出来ることを一生懸命！ 丸岡町 城のまち地区福祉委員 角山 利夫 

｜各支部連絡先｜ 

■みくに支部 TEL：82-1170  ■まるおか支部 TEL：68-5060 

■はるえ支部  TEL：51-4545 ■さかい支部   TEL：67-0699 

■本部        TEL：68-5070 当情報紙は坂井市社協ホーム 

ページでもご覧いただけます。 

http://www.sakaicityshakyo.jp/ 


